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本人の顔写真

主な業績

豚や牛の脂肪品質は、外観、保存性、舌触りやヒトの健康など食肉の品質に様々な影
響を及ぼす。特に、わが国では食料自給率向上のために食品残さの飼料（エコフィー
ド）利用の推進が重要な施策となっているが、豚の脂肪は飼料の影響をうけやすく、品
質低下が問題となる また牛の脂肪では 霜降り度の向上が重視されてきたが 霜降り
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２ 業績の概要

質低下が問題となる。また牛の脂肪では、霜降り度の向上が重視されてきたが、霜降り
以外の脂肪の品質も十分に考慮する必要が指摘されている。しかし、現在のところどの
ようなものがよいか、具体的な判断基準は明らかでない。そこで本研究では脂肪品質に
着目し、豚肉および牛肉品質の評価法の基準化に関する以下の成果をあげた。

食肉市場での調査から、現在生産されている豚、牛ともに脂肪品質の個体間の変動が
大きいことを示した。
豚脂肪の品質として重要な物理的特性のうち エコフィ ド利用によって低下しやす豚脂肪の品質として重要な物理的特性のうち、エコフィード利用によって低下しやす
い「締まり」、これまで評価法が検討されていなかった「粘り」の客観的な評価法を新
たに開発し、飼料との関連が明らかな品質成分との関係を明らかにした。
豚脂肪の食肉市場での評価との関連より「締まり」の基準値を明らかにした。
消費者の嗜好性に影響する重要な品質因子であるが、国内ではあまり検討が進んでい
なかった豚脂肪中のにおい物質について、個体差や官能評価への影響を示した。
牛脂肪では、客観的な評価値と食肉市場における評価や価格との関連を検討し、評価

高い脂肪品質 範囲を明らかにしたの高い脂肪品質の範囲を明らかにした。

主要論文･特許
•「市場および小売店における牛肉脂肪の嗜好性と理化学的特性との関連」日本畜産学会

報，第79巻第3号, 391-401 (2008)
•「Fluctuation and criteria of porcine fat firmness」Anim. Sci. 82, 929-935

(2006)

等

３ 受賞評価のポイント

(2006)
•「Evaluation method for firmness and stickiness of porcine perirenal fat」

Meat Sci. 70, 399-404 (2005)

本研究業績は、牛脂肪や豚脂肪の品質の変動等を明らかにし、物理的特性の客観的な評
価法を開発するとともに、客観的な評価値と市場での評価、価格との関連を検討するこ
とで、市場評価を取り入れた肉の品質評価基準を明らかにした点が高く評価された。



畜産物の品質向上のために客観的な品質評価が重要であるが 豚肉や牛肉の外観等を左右

業績のイメージ

背景

畜産物の品質向上のために客観的な品質評価が重要であるが、豚肉や牛肉の外観等を左右
する脂肪品質に関して、具体的な判断基準は明らかでない。また、脂肪の評価は、特に品
質低下が生じやすい豚での食品残さの飼料利用（エコフィード）において重要である。

～食肉市場でみられる様々な品質の脂肪～成果
牛脂肪牛脂肪豚脂肪豚脂肪

「締まり」の悪い
脂肪

軟らかく、触れた部分が

くぼんで波打っている。
エコフィード利用で発生し
やすい。

「締まり」すぎて
「粘り」のない脂肪

表面がざらついたように

見える。

軟らかく、垂れ下
がった見栄えの悪い
脂肪

外観や触感による脂肪の評価（従来）→ 情報として利用しにくい

脂肪品質の客観的な評価

頭
数

Ｎ＝180

20

30

40

50

60

70

80

頭
数

Ｎ＝180

20

30

40

50

60

70

80

20

30

40

50

60

70

80 約２０℃の
個体差 ＊脂肪品質の個体差の把握

＊物理的特性（締まり、粘り）の

客観的な評価手法を開発

客観的な評価値と食肉市場での評価との関連

客観的な評価値と食肉市場での評価、価格データとの関連解析

0

10

20

8 12 16 20 24 28 32

融点(℃)

0

10

20

8 12 16 20 24 28 32
0

10

20

8 12 16 20 24 28 32

融点(℃) 測定装置を用いた脂肪の
締まり、粘りの評価牛脂肪融点の個体差

＊脂肪中のにおい物質の実態把握

客観的な評価値と食肉市場での評価、価格デ タとの関連解析

＊評価基準の数値化

＊食肉市場の変化動向の把握

＊評価の高い品質の解明へ

締まりに問題
（評価が低い）

締まりに問題なし

締まりの異なる豚脂肪のグループ分けと評価基準

軟 硬

硬度（N） <2 2≦,<5 5≦,<7 7≦,<10 10≦,<16 16≦

硬度（N） 1.4 3.5 6.1 8.4 13.0 21.2

融点（℃） 30.4 31.4 34.7 35.2 38.0 40.2

締まり

客観的評価
値によるグ
ループ分け

食肉市場
での評価

締まりに問題
（評価が低い）

締まりに問題なし

締まりの異なる豚脂肪のグループ分けと評価基準

軟 硬

硬度（N） <2 2≦,<5 5≦,<7 7≦,<10 10≦,<16 16≦

硬度（N） 1.4 3.5 6.1 8.4 13.0 21.2

融点（℃） 30.4 31.4 34.7 35.2 38.0 40.2

締まり

客観的評価
値によるグ
ループ分け

食肉市場
での評価

畜産物の品質向上、循環型社会の推進を目指して

エコフィードの利用によって影響をうけやすい「締まり」の
基準値を明らかにすることによって、市場評価を反映させ
たエコフィードの成分基準の解明へ

締まりの基準値締まりの基準値

 客観的な評価技術によって、主観的になりがちな品質評価を生産と流通の間で共通化
することにより、市場での評価を通じた消費者ニーズの把握や、生産現場への品質改
良の目安を提示可能

 エコフィード利用畜産物の品質の向上、安定化により、食品残さ等資源利用の拡大や
持続に貢献
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